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　 　 【 請 求 項 １ 】 　 式 （ １ ） で 表 さ れ る （ メ タ ） ア ク リ ル 酸 エ ス テ ル と 、
　 Ｃ Ｈ 2 ＝ Ｃ Ｒ 1 Ｃ Ｏ Ｏ Ｒ 2 　 　 　 　 　 ・ ・ ・ （ １ ）
（ 式 中 、 Ｒ 1 は 水 素 又 は メ チ ル 基 、 Ｒ 2 は 炭 素 数 １ ま た は ２ の ア ル キ ル 基 を 示 す 。 ）
式 （ ２ ） で 表 さ れ る ア ル キ ル ア ミ ノ ア ル コ ー ル と 、
　 Ｒ 3 Ｒ 4 Ｎ － （ Ｃ Ｈ 2 ） n Ｏ Ｈ 　 　 　 　 ・ ・ ・ （ ２ ）
（ 式 中 、 Ｒ 3 、 Ｒ 4 は そ れ ぞ れ 独 立 に 炭 素 数 １ ～ ８ の ア ル キ ル 基 を 示 し 、 ｎ は １ ～ ４ を 示 す
。 ）
を 原 料 と し て 用 い 、 触 媒 の 存 在 下 で 、 （ メ タ ） ア ク リ ル 酸 ア ル キ ル ア ミ ノ エ ス テ ル と な る
反 応 を 行 っ た 後 に 、 該 触 媒 を 再 利 用 可 能 に 回 収 す る 触 媒 の 回 収 方 法 で あ っ て 、
（ Ａ ） 残 存 す る 原 料 、 お よ び 該 （ メ タ ） ア ク リ ル 酸 ア ル キ ル ア ミ ノ エ ス テ ル を 回 収 す る 工
程 と 、
（ Ｂ ） そ の 残 渣 に 、 該 触 媒 を 再 利 用 す る 反 応 の 原 料 の 少 な く と も 一 部 を 混 合 し 、 そ の 混 合
液 を 回 収 す る 工 程 と 、
を 有 す る 触 媒 の 回 収 方 法 。
　 　 【 請 求 項 】２ 　 式 （ １ ） で 表 さ れ る （ メ タ ） ア ク リ ル 酸 エ ス テ ル と 、
　 Ｃ Ｈ 2 ＝ Ｃ Ｒ 1 Ｃ Ｏ Ｏ Ｒ 2 　 　 　 　 　 ・ ・ ・ （ １ ）
（ 式 中 、 Ｒ 1 は 水 素 又 は メ チ ル 基 、 Ｒ 2 は 炭 素 数 １ ま た は ２ の ア ル キ ル 基 を 示 す 。 ）
式 （ ２ ） で 表 さ れ る ア ル キ ル ア ミ ノ ア ル コ ー ル と 、
　 Ｒ 3 Ｒ 4 Ｎ － （ Ｃ Ｈ 2 ） n Ｏ Ｈ 　 　 　 　 ・ ・ ・ （ ２ ）
（ 式 中 、 Ｒ 3 、 Ｒ 4 は そ れ ぞ れ 独 立 に 炭 素 数 １ ～ ８ の ア ル キ ル 基 を 示 し 、 ｎ は １ ～ ４ を 示 す
。 ）
を 原 料 と し て 用 い 、 触 媒 の 存 在 下 で 、 （ メ タ ） ア ク リ ル 酸 ア ル キ ル ア ミ ノ エ ス テ ル と な る
反 応 を 行 っ た 後 に 、
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（ Ａ ） 残 存 す る 原 料 、 お よ び 該 （ メ タ ） ア ク リ ル 酸 ア ル キ ル ア ミ ノ エ ス テ ル を 回 収 す る 工
程 と 、
（ Ｂ ） そ の 残 渣 に 、 該 触 媒 を 再 利 用 す る 反 応 の 原 料 の 少 な く と も 一 部 を 混 合 し 、 そ の 混 合
液 を 回 収 す る 工 程 と 、
回 収 さ れ た 触 媒 の 少 な く と も 一 部 を 用 い て 、
前 記 式 （ １ ） で 表 さ れ る （ メ タ ） ア ク リ ル 酸 エ ス テ ル と 、
前 記 式 （ ２ ） で 表 さ れ る ア ル キ ル ア ミ ノ ア ル コ ー ル と 、
を 反 応 さ せ る （ メ タ ） ア ク リ ル 酸 ア ル キ ル ア ミ ノ エ ス テ ル の 製 造 方 法 。
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